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微小重力環境利用実験機会の革新
実機開発までのマイルストーン
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飛行計画概要

μG実験

滑空旋回して
実験場に帰還

【実験場候補】 鹿児島県

内之浦宇宙空間観測所
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観測ロケット

観測ロケットの再使用化に向けて

観測ロケットシステムの革新を目指
し、再使用観測ロケットの本格運用
に向けた技術実証を2010年度からス

タートさせた。観測ロケットを再使用
することにより、低コスト化や高頻度
化が見込まれる。

現在使用されている気球が到達
できる高度は約50km以下、人工衛
星が飛翔する高度は約250km以上

である。観測ロケットは気球及び人
工衛星では直接飛翔できない高度
領域(50-300km程度)を直接弾道飛

翔することで観測・無重力実験を
行う使い切りのロケットである。

再使用観測ロケット

現観測ロケット
（使い切り）

再使用化

技術実証プロジェクト進捗状況

LOXタンク LH2タンク

機体全長 13.5m

エンジン4基
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